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平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
四
日 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に 

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

「四季折々の祭事・催し・市民の憩いの場」 
 絵 吉澤 富雄 

な
お
、
暑
い
日
も
寒
い
日
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
朝
境
内
を

清
掃
し
て
く
だ
さ
る
尊
い
人
々
が
い
る
。「
氏
子
会
」
と
お

っ
し
ゃ
る
そ
う
だ
が
、
氏
子
会
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り

て
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
結
び
と
し
た
い
。 

 
 

 
 

文 

工
藤 

朝
道 

「春のコミュニティーパーク」  絵 永橋 為成 

そ
の
付
近
が
亀
の
甲
羅
の
よ
う
に
小
高
い
丘
状
の

地
形
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
亀
岡
」
と
呼
ば
れ

る
に
至
っ
た
と
の
こ
と
。 

 

さ
て
、
こ
の
境
内
に
目
を
や
れ
ば
、
毎
朝
手
を

合
わ
せ
に
来
る
お
宗
旨
に
熱
心
な
人
、
タ
バ
コ
を

呑
む
人
、
銀
杏
の
実
を
拾
う
人
、
酔
い
を
醒
ま
す

人
、
恋
す
る
若
者
達
、
ど
こ
そ
こ
の
お
医
者
さ
ん

が
良
い
と
か
悪
い
と
か
格
付
け
し
あ
う
お
年
寄

り
、
無
邪
気
に
鳩
を
追
い
掛
け
る
子
ど
も
達
等
々
、

そ
の
亀
の
甲
羅
の
上
に
は
様
々
な
人
間
味
の
あ
る

日
常
が
あ
る
。 

 

オ
ア
シ
ス
の
ご
と
く
、
亀
岡
の
境
内
に
は
自
然
と

人
が
集
っ
て
く
る
。「
亀
」
だ
け
に
ま
た
、
そ
の
ゆ

る
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
か
ら
「
竜
宮
城
」
と
言
っ

た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
私
も
竜
宮
城
の
リ
ピ

ー
タ
ー
の
一
人
で
あ
る
。
通
勤
の
行
き
帰
り
、
朝
は

日
常
か
ら
仕
事
モ
ー
ド
の
非
日
常
に
切
り
替
え
る
、

夕
は
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
を
家
庭
に
持
ち
込
ま
な
い

た
め
、
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
ぼ
ー
っ
と
す
る
。
そ
の

緑
豊
か
な
景
観
は
も
ち
ろ
ん
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
係

わ
り
方
を
許
す
実
に
懐
の
深
い
場
所
。
亀
岡
八
幡

宮
は
、
逗
子
の
重
要
な
財
産
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

「
亀
の
甲
羅
の
あ
る
街
」 

 

Ｊ
Ｒ
逗
子
駅
と
京
急
新
逗
子
駅
の
間
に
あ
り
、 

市
役
所
は
す
ぐ
隣
、
市
の
中
心
と
い
え
る
場
所
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
幹
周
３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
イ

チ
ョ
ウ
、
ケ
ヤ
キ
、
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
の
巨
木
が
多
数

あ
る
緑
豊
か
な
一
角
が
あ
る
。亀
岡
八
幡
宮
で
あ
る
。 



  

               冬の風物詩、 
                  JR 東逗子駅前のイルミネーション！ 

 

 クリスマスシーズンが近づいてくると、JR 東逗子駅前は 

美しいイルミネーションで彩られます。駅に隣接するふれあい

広場にそびえる高さ約 14 メートルのヒマラヤ杉を中心に、

様々なオブジェが広場に設けられ、いつもは静かな駅前の風景

がパーッと華やぎます。 

 このライトアップは平成 21 年から始まり、今年で 5回目

を迎えます（平成 22年は休止）。  地域の活性化と振興を 

目的に、東逗子地区商工連合会の方々が中心となって行っている 

イベントです。東逗子地区商工連合会会長の魚万店主・髙崎誠治さんにお話を伺ってきました。 

 「もともとはふれあい市場の一環として始めたライトアップも年々規模が拡大し、今年は昨年 7万球だった

イルミネーションが、倍の 14 万球になります。今年はふれあい広場だけでなく、駅前のロータリーや（バス

通りの）橋も飾る予定。光の夜まつりの時は商店会の模擬店やステージで盛り上げますよ」 

 10 万球を超えるイルミネーションといえば、おしゃれな人気デートスポット並み！ 一番の悩みは飾り付

けの人手が足りないことだそうで、今年も中・高生や地域に住む方々にお手伝いを呼びかけているそうです。 

 東逗子のイルミネーションは、11 月 22日(土)17 時から点灯式が行われ、来年 1 月 7日(水)まで実施して

います。地元の人たちが想いを込めて飾るイルミネーション。冬の季節ならではの美しい風景は、訪れた人た

ちにも素敵な思い出をもたらしてくれそうですね。 

                       記 逗子文化の会会員 小笠原貴子 

 

 

瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課♪ 

電話：046-873-1111  FAX：046-873-4520  

Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 
 
 

 

☆瓦版のバックナンバーは逗子市ホームページまたはフェイスブックからも 

閲覧できます。また、逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、市民交流センターに 

配架しています。他のナンバーも是非ご覧ください。 

 

逗子の景観まちづくり 検索 

クリック！ 

瓦版に掲載する 

逗子の景観コラム、 

イラスト募集中！！ 

 

「「東東逗逗子子イイルルミミネネーーシショョンン  〜〜光光のの夜夜ままつつりり〜〜」」  

  2014 年 11月 22日（土）～23日（日） 

点灯式 11月 22日（土）17:00〜 

開  場 午後 5:30～午後 8:00 （23 日:午後 4時～）  

場  所  東逗子駅前 ふれあい広場 

 会場には地域商店街などから 

模擬店が複数出店。 

照明・音響設備・ステージを 

配置し、地元出身のアイドルや 

アーチストが多数出演します。 

お楽しみに♪ 

逗子の路地を巡るまち歩き 参加者募集 
日 時：平成 26 年 11 月 29 日（土） 

集 合： 10 時・逗子市役所前  解 散：12 時・小坪漁港 

コース：新宿周辺→浪子不動ハイキングコース→披露山公園→小坪周辺 

定 員：20 人  ＊参加希望の方はまちづくり課へお申込みください♪ 

※小学校 3 年生以下は保護者同伴で来てください☆ 

※動きやすい服装で、飲み物、カメラ（あれば）を持ってお越しください。 

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp
mailto:https://www.facebook.com/zushiscape

